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　12 月 20 日、安全で住みよい町づくり推進協議会
主催の「歳末特別防犯街頭啓発」が行われました。
出発式では、関係団体から約 54 名が参加し、主催
者である鈴木一雄協議会長のあいさつのあと、外崎
町長、奥村耕治せたな警察署長から年末に向けた防
犯対策の呼びかけがありました。
　その後の街頭啓発では、Ａコープ、テーオースト
アーの２ルートに分かれてルート上にある店舗や利
用客、通行者に対して啓発物品を手渡しながら年末
に多発する犯罪を防止するため防犯の声掛けを行い
ました。

歳末特別防犯街頭啓発

　12 月 19 日、ピリカスキー場において平成 30 年
度シーズンの「ピリカスキー場安全祈願祭」が行わ
れ、外崎町長、村瀬議長、森林管理署、クアプラザ
ピリカ、スキー団体など関係者 23 名が集いました。
今シーズンは、昨年稼働を停止していたリフトの再
開と新しい圧雪車が導入されることから、無事故で
シーズンを終えることができるように参列者は例年
以上に真剣な面持ちで祈願していました。
　祈願祭終了後、レストハウスにて管理運営協議会
が行われ、安全管理計画書の内容について審議され
承認されました。

ピリカスキー場安全祈願祭

　1 月６日、市街地及び町民センターで「今金町消
防団出初式」が行われました。当日は、１分団の消
防団員 38 名、消防車両７台が市街地をパレードし、
鳥居下など５か所で 10 名の団員によるまとい振り
が披露されました。消防署前では、１分団、２分団
合わせた計 54 名が山田悟団長、外崎町長に対して
規律ある堂々とした分列行進を行い、観閲を受けま
した。
　町民センターに場所を移して行われた式典行事で
は計 20 名の永年勤続者に対し、その功績をたたえ
る表彰及び伝達が多数の来賓が見守る中行われまし
た。

今金町消防団出初式こぶしの会・学童保育所 食育交流会

　1 月８日・９日、としべつ保健センターでこぶし
の会と学童保育所の児童による「食育交流会」が行
われました。調理交流では、子どもたちがこぶしの
会の皆さんから調理方法を教えてもらいながら大好
きなオムライスとジャーマンポテト、マカロニサラ
ダ、バナナとブルーベリーのジャム添えを上手に作
ることができました。子どもたちから「僕はこれで
おかわり何回目！」などの声も多く聞こえました。
　こぶしの会と学童保育所では、今金町の特産品で
ある「じゃがいも」を使った料理づくりを通した食
育交流を年２回行っています。
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ふれあい交流会

　1 月 18 日、老人福祉センターで今金町老人クラ
ブ連合会主催の「ふれあい交流会」が行われ、老人
クラブから 40 名の会員、学童保育所から 27 名の児
童が集いました。老人クラブ連合会の上野会長の「子
どもたちと楽しく交流しましょう」というあいさつ
の後、３グループに分かれ、シュートゲームや輪投
げなどのゲームが行われました。
　その後行われたビンゴ大会では、景品としてサラ
ンラップなどの日用雑貨が会員に、子どもたちには
参加賞としてお菓子が配られました。
　高齢者と子どもが協力してゲームを行うなど、世
代を超えた交流を通じ、楽しい１日となりました。

デモンストレータースペシャルレッスン

　１月 15 日にピリカスキー場で全日本ナショナル
デモンストレーターの井山敬介さんによるスペシャ
ルレッスンが行われました。これは２年ぶりにス
キー場のリフト稼働が再開したことの記念事業で、
当日は 13 名の滑りに自信のある受講者が集まりま
した。井山さんは全日本スキー技術選手権大会で３
度も優勝され、デモンストレーターの頂点である全
日本ナショナルデモに８回認定されています。　　
　レッスンではスキーの滑走の中での重心移動や頭
の位置、肩のラインなど、ひとり一人に貴重なアド
バイスを送っていました。

ウインターキャンプ
　1 月 12・13 日、老人福祉センター・総合体育館
で今金町こども会連合会主催の「ウインターキャン
プ」が開催され、子ども、スタッフ合わせ約 50 名
が参加しました。昨年の北海道胆振東部地震による
防災意識の高まりから、被災した際に役立つダン
ボールベッドや簡易トイレ作り、備蓄パンやアル
ファ米を食べる体験をしました。初めての災害食に

「家のごはんが一番おいしい」という声もあり、食
の大切さや家族への感謝の気持ちを学ぶことができ
ました。
　また、恒例のかるた交流会や５色綱引きも行われ、
参加者は、お互い協力して楽しく活動し、楽しい冬
の思い出となりました。

　１月 11 日に今金町民センターにおいて「檜山教
育講演会兼今金町 PTA 連合会研究大会」が開催され
ました。鈴鹿大学の仲律子教授を講師に「いのちの
メッセージ」と題した講演が行われ、およそ 200 名
が来場しました。
　また、「ミニ生命のメッセージ展」として、事故
や犯罪によって理不尽に亡くなった子どもと同じ身
長の人型パネルに顔写真が掲示され、亡くなった経
緯と実際履いていた靴が 10 名分展示されました。
最後に先生は「人は必ず死に、いつどこでどのよう
に死ぬかわからない。今日が人生最期かも知れない。
命は尊いもの、大切に生きていくことが大事。」と
話されました。

檜山教育講演会兼今金町ＰＴＡ連合会研究大会


